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木
材
の
需
給
は
逆
振
れ
し
て
緩
み
、

一
年
前
と
大
き
く
様
変
わ
り
し
ま
し

た
。こ

の
よ
う
な
中
、
人
工
林
資
源
が

成
熟
期
を
迎
え
、
利
活
用
が
注
目
さ

れ
る
と
と
も
に
、
地
球
温
暖
化
防
止

や
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
の
実
現
、
持
続
可
能
な
森
林
資

源
の
利
用
、
地
域
経
済
へ
の
貢
献
な

ど
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を

大
き
な
潮
流
と
し
て
感
じ
て
お
り
ま

す
。全

木
連
で
は
、
昨
年
３
月
に
「
脱

炭
素
社
会
の
実
現
に
資
す
る
等
の
た

め
の
建
築
物
等
に
お
け
る
木
材
の
利

用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
通
称
：

都
市
（
ま
ち
）
の
木
造
化
推
進
法
）」

に
基
づ
き
、
農
林
水
産
大
臣
と
第
１

号
の
協
定
を
結
び
、
農
林
水
産
省
、

林
野
庁
と
連
携
し
、
安
定
供
給
体
制

の
確
立
、
木
材
利
用
の
さ
ら
な
る
普

及
に
向
け
た
活
動
を
強
化
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
６
月
に
は
、
森
林
が
健
全

な
姿
で
次
世
代
に
受
け
継
が
れ
て
い

く
た
め
、
持
続
性
の
確
保
さ
れ
た
国

産
材
の
原
木
及
び
製
品
の
生
産
、
流

通
及
び
利
用
と
国
産
材
シ
ェ
ア
の
拡

大
を
生
産
者
・
需
要
者
が
一
体
と
な

っ
て
実
現
す
る
た
め
、
森
林
・
林
業
・

木
材
産
業
関
係
７
団
体
に
よ
る
共
同

宣
言
を
行
い
、
今
後
、
こ
れ
ら
の
取

組
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
は
、
皆
様
方
に

は
本
会
の
運
営
に
格
別
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
の
中
で
社
会
経

済
活
動
の
正
常
化
が
進
め
ら
れ
た
一

方
で
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
を
背
景
と
し
た
円
安
、
物
価
高

騰
に
よ
る
経
済
へ
の
影
響
が
現
れ
た

年
で
あ
り
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
ウ

ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
」
に
続
き
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
で
輸
入
木
材
の
供
給
不
安

の
お
そ
れ
が
広
ま
り
、
需
要
者
の
国

産
材
供
給
に
対
す
る
期
待
が
強
ま
り

ま
し
た
。
経
済
の
安
全
保
障
の
観
点

か
ら
も
輸
入
木
材
に
依
存
し
て
き
た

状
況
を
見
直
す
動
き
も
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。

し
か
し
、
物
価
高
騰
の
影
響
に
よ

る
住
宅
着
工
の
減
速
な
ど
か
ら
輸
入

木
材
の
在
庫
の
拡
大
が
顕
著
に
な
り
、

大
き
な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
都
市

部
で
の
木
材
利
用
の
推
進
に
関
し
て

は
、
全
国
各
地
で
多
数
の
木
造
施
設

の
建
築
が
進
み
、
都
市
部
に
お
け
る

中
高
層
ビ
ル
、
非
住
宅
、
大
手
ゼ
ネ

コ
ン
・
不
動
産
企
業
等
に
よ
る
自
社

施
設
な
ど
、
都
市
部
で
の
木
材
利
用

が
着
実
に
進
み
つ
つ
あ
る
こ
と
が
実

感
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
で
、
少
子
化
等
に
よ
る
戸
建

て
住
宅
の
減
少
、
建
築
費
等
の
コ
ス

ト
の
上
昇
、
大
工
不
足
な
ど
に
よ
る

住
宅
着
工
の
遅
れ
な
ど
木
材
業
界
の

厳
し
い
経
営
環
境
も
継
続
し
て
い
ま

す
。こ

の
よ
う
な
状
況
の
中
、
国
産
材

を
広
く
建
築
事
業
者
に
使
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
需
要
の
拡
大
と
併
せ
て
、

木
材
製
品
の
品
質
や
生
産
性
向
上
の

取
組
や
国
産
材
の
流
通
に
お
い
て
需

要
に
応
じ
た
供
給
が
適
確
に
行
え
る

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
な
ど
の

取
組
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

全
木
連
と
し
て
は
、「
ウ
ッ
ド
フ
ァ

ー
ス
ト
社
会
」
実
現
に
向
け
て
木
材

利
用
推
進
を
更
に
進
め
、
都
市
部
に

お
い
て
も
木
造
や
木
質
化
さ
れ
た
建

物
が
当
た
り
前
と
な
る
時
代
に
向
け

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
の
干
支
は
癸
卯
（
み
ず
の
と
・

う
）
で
す
。
癸
卯
に
は
、「
こ
れ
ま
で

の
努
力
が
花
開
き
、
実
り
始
め
る
」、

「
門
が
開
き
飛
び
出
る
」
な
ど
の
意
味

が
あ
り
、「
大
き
な
飛
躍
」、「
向
上
」

の
年
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

木
材
利
用
推
進
が
花
開
き
、
森
林
・

林
業
・
木
材
産
業
の
飛
躍
の
年
と
な

り
ま
す
こ
と
、
皆
様
方
に
と
り
ま
し

て
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
こ

と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
挨
拶

　 
一
般
社
団
法
人
全
国
木
材
組
合
連
合
会

　
　
　
　
　
会
　
長
　 

菅 

　
野 

　
康 

　
則

第
五
十
七
回
全
国
木
材
産
業
振
興
大
会
（
群
馬
大
会
）

　
　

期
日
：�

令
和
5
年
10
月
19
日
（
木
）

　
　

場
所
：
Ｇ
メ
ッ
セ
群
馬
（
群
馬
県
高
崎
市
）

☆�

木
材
利
用
促
進
の
た
め
、
大
勢
の
参
加
で
大
会
を
盛
り
上
げ
よ
う
！

＜施設概要＞
設計者、発注者、木材供給者、木材加工者による協働調達体制を構築し、一般サイズの

LVLや製材、CLT等を用いたデザイン性の高い校舎をRC造と同等のコストで実現しました。
流山市の治水に影響を与える利根川上流域の材や姉妹都市の長野県信濃町産材など、
地域に縁のある木材を弾力的に活用するとともに、高耐力市松状耐震壁の開発・採用により、
純木造で透明性の高い外観と開放的な明るい教室も実現しており、他地域の学校施設など
への普及が大いに期待される施設となっています。

内閣総理大臣賞 流山市立おおぐろの森中学校（千葉県流山市）
令和４年度 木材利用優良施設等コンクール
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高
ま
っ
て
い
ま
す
。

施
行
か
ら
1
年
と
な
る
「
都
市
（
ま

ち
）
の
木
造
化
推
進
法
」
に
よ
る
施

策
の
取
組
も
こ
れ
ら
の
後
押
し
と
な

っ
て
お
り
、
木
材
利
用
の
大
き
な
流

れ
、
そ
し
て
追
い
風
が
吹
い
て
い
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
林
野
庁
や
国
土
交
通
省
を

は
じ
め
国
に
お
か
れ
て
も
、
都
市
部

で
の
木
材
利
用
、
と
り
わ
け
国
産
材

の
活
用
に
関
す
る
予
算
措
置
や
施
策

の
拡
充
等
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

我
が
国
の
森
林
資
源
を
有
効
に
活

用
し
、
持
続
的
な
資
源
の
循
環
利
用
、

木
材
利
用
の
推
進
を
着
実
に
進
め
て

い
く
た
め
に
は
、
私
ど
も
業
界
自
ら

が
こ
の
追
い
風
を
捉
え
、
品
質
・
性

能
の
確
か
な
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
等
の
供
給
、

木
材
利
用
の
推
進
の
働
き
か
け
の
強

化
な
ど
の
取
組
を
こ
れ
ま
で
以
上
に

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。全

木
協
連
で
は
、
木
材
利
用
促
進

の
た
め
の
利
子
助
成
や
リ
ー
ス
に
対

す
る
支
援
、
共
同
事
業
、
共
済
事
業
、

外
構
部
の
木
質
化
対
策
支
援
事
業
な

ど
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

事
業
を
通
じ
て
供
給
体
制
の
整
備
な

ど
に
全
木
連
と
も
力
を
合
わ
せ
取
組

ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
引
き
続
き
の
ご
支
援
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
木
材
産
業
界
並

び
に
皆
様
方
に
と
り
ま
し
て
、
明
る

い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お

祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
27
）
で
も
、
こ
の
よ
う

な
状
況
の
中
で
締
約
国
の
気
候
変
動

対
策
の
強
化
を
求
め
る
実
施
計
画
が

決
定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

我
が
国
で
も
、「
２
０
５
０
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
を
目
標
に
掲

げ
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
分
野

で
は
、「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、
植
え
て
、

育
て
る
」
と
い
う
森
林
資
源
の
循
環

利
用
を
進
め
、
木
材
利
用
を
推
進
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
球
温
暖
化
防
止

に
貢
献
す
る
取
組
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

こ
の
サ
イ
ク
ル
を
確
実
な
も
の
と

す
る
た
め
に
は
、
持
続
性
の
確
保
さ

れ
た
木
材
の
利
用
と
そ
れ
を
支
え
る

原
木
や
製
品
の
安
定
供
給
体
制
の
整

備
が
必
要
で
あ
り
、
山
側
と
需
要
側

が
一
体
と
な
り
、
協
調
し
て
こ
れ
ら

の
取
組
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す更

に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
や
、
企
業

に
お
け
る
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
へ
の
関
心
が

高
ま
る
中
で
、
企
業
等
の
木
造
建
築

に
対
す
る
指
向
が
高
ま
り
、
純
木
造

の
11
階
建
て
の
高
層
ビ
ル
を
は
じ
め
、

木
造
や
木
造
と
他
の
構
造
と
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
に
よ
る
中
高
層
建
築
物
が

建
築
さ
れ
る
な
ど
、
都
市
部
に
お
い

て
木
造
や
木
質
化
に
よ
る
商
業
施
設

等
の
建
築
な
ど
木
材
利
用
の
気
運
が

新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

輝
か
し
い
新
年
の
年
頭
に
当
た
り
一

言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様
方

に
は
本
会
の
業
務
運
営
に
ご
支
援
と

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の

下
、
日
常
生
活
の
正
常
化
が
徐
々
に

進
む
一
方
で
、
物
価
高
や
円
安
な
ど

の
影
響
が
国
民
生
活
に
現
れ
た
年
と

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
記
録
的
な
勢
力
の
台
風
の

接
近
や
上
陸
、
豪
雨
に
よ
る
災
害
が

毎
年
の
よ
う
に
発
生
し
、
海
外
に
お

い
て
も
大
規
模
な
水
害
な
ど
地
球
温

暖
化
に
よ
る
気
象
災
害
の
増
加
、
生

物
や
農
作
物
等
へ
の
影
響
な
ど
、
自

然
界
や
人
間
社
会
に
対
す
る
負
の
影

響
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

昨
年
11
月
に
開
催
さ
れ
た
国
連
気

候
変
動
枠
組
条
約
第
27
回
締
約
国
会

年
頭
の
ご
挨
拶

　 
全
国
木
材
協
同
組
合
連
合
会

　
　
　
　
　
会
　
長
　 

松
　 

原
　 

正
　 

和

第
14
回
新
た
な
「
木
材
利
用
」
事
例
発
表
会

日
時
：�

令
和
5
年
2
月
15
日
（
水
）
13
：
30
～
16
：
00

場
所
：�

木
材
会
館
　
7
階
ホ
ー
ル
（
江
東
区
新
木
場
）

主
催
：�（
一
社
）
全
国
木
材
組
合
連
合
会

　
　
　�

木
材
利
用
推
進
中
央
協
議
会

定
員
：�

一
五
〇
名

　
　
　�（
一
般
消
費
者
、
建
築
・
設
計
、
木
材
関
係
者
等
）

企業経営に安心を提供します おかげさまで４０年
中型グループ全木連グループの各種保障制度

従業員のために中型グループ

全国木材協同組合連合会 〒100－0014 東京都千代田区永田町 Ｔ Ｅ Ｌ2－4－3 03－3580－3215 （代）

経営者のために総合保障プラン

総合賠償補償制度

任意労災保障制度

第3者への事故対策に

労働災害への対策に

従業員の退職金の準備に木　退　共

ケ
ガ
・
病
気
入
院

な
ど
の
備
え
に
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き
る
安
定
的
・
持
続
可
能
な
供
給
体

制
の
構
築
に
向
け
、
木
材
加
工
流
通

施
設
の
整
備
、
路
網
の
整
備
・
機
能

強
化
、
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
、

搬
出
間
伐
、
木
造
公
共
建
築
物
等
の

整
備
等
に
加
え
、
再
造
林
の
低
コ
ス

ト
化
に
向
け
た
取
組
へ
の
支
援
な
ど
、

川
上
か
ら
川
下
ま
で
森
林
資
源
の
循

環
利
用
確
立
に
向
け
た
取
組
を
総
合

的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
伐
採
か
ら
再
造
林
・
保
育
に

至
る
収
支
の
プ
ラ
ス
転
換
を
可
能
と

す
る
「
新
し
い
林
業
」
の
経
営
モ
デ

ル
の
構
築
に
昨
年
か
ら
取
り
組
ん
で

お
り
、
従
来
の
施
業
方
法
等
を
見
直

し
、
エ
リ
ー
ト
ツ
リ
ー
やICT

等
の

新
技
術
の
導
入
に
よ
り
、
林
業
の
収

益
性
の
向
上
に
つ
な
が
る
経
営
モ
デ

ル
の
実
証
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
本
年
も
、
十
分
な
成
果
が
得

ら
れ
る
よ
う
、
実
証
の
取
組
を
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
域
一
体
と
な
っ
て
森
林

調
査
か
ら
原
木
の
生
産
・
流
通
に
至

る
林
業
活
動
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
フ

ル
活
用
し
生
産
性
の
高
い
林
業
を
実

践
す
る
「
デ
ジ
タ
ル
林
業
戦
略
拠
点
」

の
構
築
に
取
り
組
む
考
え
で
す
。

そ
し
て
、
様
々
な
分
野
で
人
手
不
足

が
課
題
と
な
っ
て
い
る
中
で
、
時
代

の
変
化
に
対
応
し
た
人
材
の
確
保
・

育
成
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
昨
年
10

月
に
、「
林
業
労
働
力
の
確
保
の
促
進

に
関
す
る
基
本
方
針
」
を
12
年
ぶ
り

に
変
更
し
、
①
「
新
し
い
林
業
」
の

実
現
に
必
要
な
人
材
の
確
保
・
育
成

の
推
進
、
②
労
働
安
全
対
策
の
強
化
、

③
林
業
へ
の
新
規
参
入
等
、
多
様
な

続
き
、
こ
の
顕
彰
制
度
を
通
じ
、
企

業
等
に
よ
る
森
林
整
備
を
通
じ
た
脱

炭
素
の
取
組
の
輪
を
更
に
広
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

森
林
由
来
の
Ｊ
―

ク
レ
ジ
ッ
ト
へ
の

機
運
も
高
ま
っ
て
お
り
、
令
和
４
年

度
のJ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
の
森
林
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
新
規
登
録
件
数
は
、

昨
年
末
時
点
で
既
に
過
去
最
大
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
林
野
庁
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
昨
年
８
月
、
主
伐
後
の

再
造
林
の
実
施
に
よ
る
吸
収
源
の
増

大
に
取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
後

押
し
で
き
る
よ
うJ-

ク
レ
ジ
ッ
ト
制

度
を
大
幅
に
見
直
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

本
年
は
、
新
し
く
森
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
登
録
を
目
指
す
方
々
向
け
の
実

施
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
作
成
し
て
さ
ら

な
る
実
施
者
の
裾
野
拡
大
を
目
指
す

と
と
も
に
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
需
要
者

と
な
る
企
業
等
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を

進
め
る
こ
と
で
、
適
切
な
森
林
整
備

へ
の
資
金
循
環
を
促
し
、
環
境
と
経

済
の
好
循
環
の
創
出
に
つ
な
げ
て
い

く
考
え
で
す
。

ま
た
、
木
材
は
他
の
資
材
と
比
べ
て

製
造
時
の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
も
少

な
く
、
木
造
化
・
木
質
化
し
た
建
築

物
は
炭
素
を
貯
蔵
で
き
る
と
い
う
点

か
ら
、
木
材
利
用
の
促
進
は
２
０
５

０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
達
成

に
も
大
き
く
貢
献
し
ま
す
。
こ
の
た

め
、「
都
市（
ま
ち
）の
木
造
化
推
進
法
」

に
基
づ
き
、
農
林
水
産
大
臣
を
本
部

長
と
す
る
木
材
利
用
促
進
本
部
で
決

定
し
た
「
建
築
物
に
お
け
る
木
材
利

用
の
促
進
に
関
す
る
基
本
方
針
」
に

沿
っ
て
、
一
層
の
国
産
材
利
用
促
進

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
近
年
は
、

担
い
手
の
確
保
、
④
女
性
の
活
躍
・

定
着
の
促
進
等
を
図
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
林
業
従
事
者
が
生
き
が
い

を
持
っ
て
働
け
る
魅
力
あ
る
林
業
の

実
現
の
た
め
、
施
策
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

林
業
・
木
材
産
業
に
お
け
る
労
働
災

害
発
生
率
は
依
然
と
し
て
他
産
業
に

比
べ
て
高
い
水
準
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
本
年
は
、
労
働
災
害
の
減
少
に

向
け
て
、
林
業
に
お
い
て
は
、
死
傷

災
害
の
約
半
数
を
占
め
る
小
規
模
経

営
体
に
対
し
て
重
点
的
に
安
全
対
策

の
強
化
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
木
材
産
業
に
お
い
て
は
、
事

業
者
に
対
す
る
安
全
指
導
に
対
し
て

支
援
す
る
と
と
も
に
、
安
全
指
導
の

取
組
を
横
展
開
し
普
及
す
る
た
め
、

研
修
会
等
の
実
施
等
に
つ
い
て
支
援

し
て
ま
い
り
ま
す
。

地
球
温
暖
化
対
策
計
画
に
掲
げ
る
我

が
国
の
２
０
３
０
年
度
の
温
室
効
果

ガ
ス
削
減
目
標
や
２
０
５
０
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
達
成
に
向
け

て
、
森
林
の
有
す
る
地
球
温
暖
化
防

止
機
能
へ
の
関
心
も
高
ま
っ
て
お
り

ま
す
。

こ
う
し
た
流
れ
を
踏
ま
え
、
企
業
等

が
支
援
し
た
森
林
整
備
の
取
組
を
、

「
脱
炭
素
」
と
い
う
視
点
か
ら
顕
彰
す

る
『
森
林
×
脱
炭
素
チ
ャ
レ
ン
ジ
』

を
新
た
に
開
始
い
た
し
ま
し
た
。
初

回
で
あ
る
昨
年
は
、
55
件
の
応
募
が

あ
り
、
そ
の
中
か
ら
農
林
水
産
大
臣

賞
１
件
、
林
野
庁
長
官
賞
９
件
の
受

賞
者
を
選
定
し
、
表
彰
式
・
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
な
ど
様
々
な
形
で
企
業
等
の

取
組
を
発
信
い
た
し
ま
し
た
。
引
き

を
巡
る
情
勢
、
急
激
な
円
安
の
進
行

な
ど
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
を

取
り
巻
く
情
勢
は
そ
の
複
雑
さ
を
増

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
近
年
、
毎

年
の
よ
う
に
大
規
模
な
豪
雨
災
害
や

土
砂
災
害
等
が
発
生
す
る
よ
う
に
な

っ
て
お
り
、
国
民
の
皆
様
の
生
命
・

生
活
を
守
る
た
め
、
森
林
の
有
す
る

災
害
防
止
機
能
や
水
源
涵
養
機
能
の

重
要
性
が
一
層
増
し
て
お
り
ま
す
。

林
野
庁
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
令
和

３
年
６
月
に
改
訂
し
た
森
林
・
林
業

基
本
計
画
に
基
づ
き
、
森
林
資
源
の

適
正
な
管
理
・
利
用
を
通
じ
、
林
業
・

木
材
産
業
の
持
続
性
を
高
め
な
が
ら

成
長
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
、
社
会
経

済
生
活
の
向
上
と
２
０
５
０
年
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
寄
与
す
る
「
グ

リ
ー
ン
成
長
」
の
実
現
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
現
下
の
課
題
に
的
確
に

対
応
し
、
生
産
基
盤
の
強
化
に
よ
る

海
外
情
勢
の
影
響
を
受
け
に
く
い
木

材
の
需
給
構
造
の
構
築
、
森
林
整
備

や
治
山
対
策
等
に
よ
る
森
林
の
多
面

的
機
能
の
発
揮
や
国
土
の
強
靭
化
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
林
野
庁
の
本
年
の
主
な
取
組

に
つ
い
て
御
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

ま
ず
、
木
材
需
要
に
的
確
に
対
応
で

新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
年
の
御
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
令
和
４
年
７
、
８
月
の
大

雨
、
相
次
ぐ
台
風
の
襲
来
な
ど
、
山

地
災
害
に
よ
り
各
地
で
甚
大
な
被
害

が
生
じ
ま
し
た
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

の
御
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、

被
災
さ
れ
た
全
て
の
方
々
に
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
現
場

で
復
旧
・
復
興
に
御
尽
力
さ
れ
て
い

る
関
係
者
の
皆
様
方
に
心
か
ら
御
礼

申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
林
野
庁
と

い
た
し
ま
し
て
も
一
日
も
早
い
復

旧
・
復
興
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
依

然
と
し
て
社
会
・
経
済
に
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
中
、
い
わ
ゆ
る
ウ
ッ
ド

シ
ョ
ッ
ク
や
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ

年
頭
所
感

　
　
　
　
林
野
庁
長
官
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中
高
層
の
木
造
建
築
物
に
も
関
心
が

集
ま
っ
て
き
て
お
り
ま
す
が
、
Ｃ
Ｌ

Ｔ
や
木
質
耐
火
部
材
等
の
技
術
開

発
・
普
及
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
十
分
に
木
材
が
使
わ
れ
て

こ
な
か
っ
た
中
高
層
建
築
物
等
に
お

け
る
木
材
利
用
の
拡
大
に
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
10
月
に
は
「
森
林
づ
く
り
全
国

推
進
会
議
」
が
新
た
に
発
足
し
ま
し

た
。
経
済
、
地
方
自
治
体
、
教
育
、

消
費
者
、
観
光
等
各
界
の
企
業
・
団

体
が
会
員
と
な
り
、
会
員
自
ら
が
森

林
整
備
や
、J-

ク
レ
ジ
ッ
ト
の
活
用
、

木
材
利
用
等
様
々
な
森
林
づ
く
り
を

通
じ
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
取
組
が
進
む
こ
と
に
よ
り
、
新

た
な
ビ
ジ
ネ
ス
の
端
緒
を
開
く
な
ど
、

企
業
・
団
体
の
価
値
向
上
に
資
す
る

だ
け
で
な
く
、
本
会
議
の
取
組
に
賛

同
す
る
企
業
・
団
体
の
輪
が
拡
が
り
、

国
民
運
動
と
し
て
大
き
な
う
ね
り
と

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

森
林
経
営
管
理
制
度
と
森
林
環
境
譲

与
税
に
つ
い
て
は
、
令
和
元
年
度
の

ス
タ
ー
ト
か
ら
４
年
が
経
過
し
よ
う

と
し
て
お
り
、
令
和
６
年
度
か
ら
は
、

譲
与
税
の
財
源
と
な
る
森
林
環
境
税

の
課
税
が
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
際
、

納
税
者
の
皆
様
に
新
た
な
税
の
負
担

を
御
理
解
頂
く
た
め
に
は
、
既
に
譲

与
さ
れ
た
譲
与
税
に
よ
る
取
組
の
成

果
を
世
に
示
し
て
い
く
こ
と
が
不
可

欠
で
す
。
本
年
は
森
林
環
境
譲
与
税

の
譲
与
基
準
見
直
し
に
向
け
て
も
重

要
な
年
と
な
る
と
考
え
て
お
り
ま
す

の
で
、
市
町
村
や
都
道
府
県
に
お
い

て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
森
林
経
営
管

理
制
度
や
譲
与
税
に
よ
る
取
組
が
積

極
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。
林
野
庁
と
い
た
し
ま
し

て
も
、
都
道
府
県
等
と
の
連
携
に
よ

り
、
市
町
村
に
対
し
て
、
課
題
を
丁

寧
に
伺
い
な
が
ら
、
き
め
細
か
な
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
山
地
災
害
な
ど
が
激
甚
化
・

頻
発
化
す
る
傾
向
を
踏
ま
え
、
山
地

災
害
の
復
旧
整
備
を
図
り
つ
つ
、
治

山
事
業
等
に
よ
る
国
土
の
強
靭
化
に

引
き
続
き
取
り
組
む
と
と
も
に
、
森

林
の
保
全
と
適
正
な
利
用
に
向
け
、

太
陽
光
発
電
設
備
に
関
す
る
林
地
開

発
に
つ
い
て
許
可
を
要
す
る
面
積
規

模
の
引
下
げ
な
ど
を
行
い
ま
す
。
そ

し
て
５
月
に
は
盛
土
規
制
法
が
施
行

さ
れ
、
森
林
地
域
を
含
め
、
危
険
な

盛
土
等
を
包
括
的
に
規
制
し
て
い
き

ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
組
は
、
地
域
の

皆
様
の
御
理
解
を
頂
き
な
が
ら
進
め

て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
の

で
、
関
係
自
治
体
と
も
連
携
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

国
有
林
に
お
い
て
は
、
事
業
者
が
一

定
期
間
・
安
定
的
に
樹
木
を
採
取
で

き
る
「
樹
木
採
取
権
制
度
」
が
動
き

出
し
て
お
り
、
全
国
８
か
所
で
樹
木

採
取
権
を
設
定
し
、
昨
年
よ
り
伐
採

等
の
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
本
制
度
の
適
切
な
運
用
に
よ

り
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
林
業
経
営

の
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
川
中
と

の
連
携
を
通
し
て
国
産
材
の
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
強
化
に
も
貢
献
し
て
ま

い
り
ま
す
。

最
後
に
、
合
法
伐
採
木
材
等
の
流
通

及
び
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
ク

リ
ー
ン
ウ
ッ
ド
法
）
の
見
直
し
に
つ

い
て
で
す
。
違
法
伐
採
木
材
等
の
流

通
は
、
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能

へ
の
影
響
や
、
木
材
市
場
に
お
け
る

公
正
な
取
引
に
害
を
も
た
ら
す
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
ク
リ
ー

ン
ウ
ッ
ド
法
に
よ
り
合
法
伐
採
木
材

等
の
流
通
・
利
用
を
図
っ
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
が
、
法
施
行
か
ら
５
年
が

経
過
し
、
地
球
規
模
の
環
境
問
題
へ

の
注
目
の
高
ま
り
と
と
も
に
違
法
伐

採
も
話
題
と
な
る
中
、
各
国
に
お
い

て
関
連
す
る
法
令
の
制
定
や
改
正
の

動
き
が
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
を

踏
ま
え
、
関
係
省
庁
等
と
も
連
携
し
、

木
材
の
安
定
的
な
供
給
に
も
留
意
し

な
が
ら
、
川
上
・
水
際
の
木
材
関
連

事
業
者
に
よ
る
合
法
性
確
認
等
の
取

組
の
強
化
な
ど
、
法
律
の
実
効
性
を

高
め
る
た
め
の
検
討
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

こ
う
し
た
取
組
等
を
通
じ
て
森

林
・
林
業
・
木
材
産
業
を
持
続
的
に

発
展
さ
せ
て
い
け
る
よ
う
、
ま
た
、

我
が
国
に
暮
ら
す
全
て
の
皆
様
が
森

林
の
多
面
的
機
能
の
恩
恵
を
末
永
く

享
受
で
き
る
よ
う
、
日
々
邁
進
し
て

い
く
所
存
で
す
。
本
年
も
関
係
者
の

皆
様
、
そ
し
て
国
民
の
皆
様
の
御
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
一
人
ひ
と
り

に
と
っ
て
、
実
り
多
き
素
晴
ら
し
い

一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

 
 

 
 

 
（ご購入について） 
全木連ホームページから購入申込書ダウンロードし、必要事項を記入の上、全国木材組合連合会 技能実習評
価試験事務局にメール(ginou@zenmoku.jp)、もしくは FAX（03-3580-3226）にて注文してください。 

製材作業の入門書、外国人技能実習の参考書  
好評発売中！ 
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令和４年　重大ニュース

野村哲郎農林水産大臣表敬　 ９ /20

菅野会長が岸田総理大臣表敬訪問　 5 /20

木造化推進議員総会（要望する本郷副会長） 3 /23
建築物木材利用促進協定（農林水産省第 １ 号）締結式

（左から鈴木和雄全木連会長、武部新農林水産副大臣）　 3 / 9

共同行動宣言2022公表　 6 / 1

全木連・全木協連の新体制
 （左から本郷副会長、菅野会長、 松原会長）　 5 /19

３
月

６
月

７
月

５
月
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全木連・全木協連臨時総会等（東京都：木材会館）　11/24 木造化推進議連視察（ポートプラス大林組横浜研修所）　10/24

11
月

令和 ４ 年度補正予算財務省要望
（左から河口主計官、菅野会長、松原会長）　10/21

令和 ４ 年度木材利用優良施設コンクール表彰式
（内閣総理大臣賞受賞者）　10/31

10
月

第56回全国木材産業振興大会（福島県郡山市：ホテル華の湯）　10/27
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「融資には保証が必要」
と言われたことはありませんか?

林業・木材産業専門の
信頼できる公的保証があります。

お問合せ先 ０３（３４３４）７８２５
独立行政法人 農林漁業信用基金

お気軽に御相談ください！

景　況　調　査
令和４年１１月分集計表　　　　　　　　　　　　　　　　（　　）内は実数

〔流通部門〕 モニター数１３５　回答８９　回収率６６％　　
当月の状況

販 売 量 　増加２５％（２２） 変わらず５２％（４６） 　減少２４％（２１）
仕 入 量 　増加２４％（２１） 変わらず４９％（４４） 　減少２７％（２４）
販売価格 　上昇１１％（１０） 変わらず６７％（６０） 　下降２１％（１９）
仕入価格 　上昇１２％（１１） 変わらず６１％（５４） 　下降２７％（２４）

来月の見通し
販 売 量 　増加１２％（１１） 変わらず６９％（６１） 　減少１９％（１７）
仕 入 量 　増加１１％（１０） 変わらず６４％（５７） 　減少２５％（２２）
販売価格 強含み　６％（　５） 保ち合い７３％（６５） 弱含み２１％（１９）
仕入価格 強含み　６％（　５） 保ち合い６７％（６０） 弱含み２７％（２４）

３ヵ月後相場予想 強 含 み 保ち合い 弱 含 み
米　　材 　９％（　６） ５５％（３６） ３６％（２４）
南 洋 材 １６％（　９） ６７％（３８） １８％（１０）

北洋材（欧州材を含む） 　５％（　３） ４７％（２８） ４８％（２９）
国 産 材 　４％（　３） ５８％（４９） ３８％（３２）
建　　材 ３０％（１９） ５９％（３８） １１％（　７）

プレカットの動向

発注後、加工までの待ち時間 １ヶ月以内 １ヶ月 １ヶ月以上
３３％（２１） ６３％（４０） 　３％（　２）

〔製造部門〕 モニター数１２８　回答数８９　回収率７０％　　
当月の状況

販 売 量 　増加２０％（１８） 変わらず６３％（５６） 　減少１７％（１５）
仕 入 量 　増加１６％（１４） 変わらず６３％（５６） 　減少２１％（１９）
販売価格 　上昇　７％（　６） 変わらず６６％（５９） 　下降２７％（２４）
仕入価格 　上昇１５％（１３） 変わらず６６％（５９） 　下降１９％（１７）

来月の見通し
販 売 量 　増加１３％（１２） 変わらず６４％（５７） 　減少２２％（２０）
仕 入 量 　増加１６％（１４） 変わらず６６％（５９） 　減少１８％（１６）
販売価格 強含み　２％（　２） 保ち合い７８％（６９） 弱含み２０％（１８）
仕入価格 強含み　９％（　８） 保ち合い７４％（６６） 弱含み１７％（１５）

３ヵ月後相場予想 強 含 み 保ち合い 弱 含 み
米　　材 　６％（　２） ４８％（１５） ４５％（１４）
南 洋 材 １０％（　２） ６５％（１３） ２５％（　５）

北洋材（欧州材を含む） 　０％（　０） ３６％（　９） ６４％（１６）
国 産 材 　８％（　７） ５２％（４４） ３９％（３３）

プレカットの動向

受注後、加工までの待ち時間 １ヶ月以内 １ヶ月 １ヶ月以上
２３％（　９） ６３％（２５） １５％（　６）


